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ご あ い さ つ

公益財団法人　日本スケート連盟

会　長　　長　島　昭　久　　

　2021/2022 全日本選抜スピードスケート競技会 渋川伊香保大会が、群馬県総

合スポーツセンター伊香保リンクで開催されますことを心からお喜び申し上げます。

　新型コロナウィルス感染症は未だ終息に至っておりませんが、このような状況下において本大会を

開催できますのは、地元の皆様のスケート競技に対するご理解とご協力があってのものと深く感謝申

し上げます。

　いよいよ北京オリンピックが開幕となりました。昨年開催されました東京オリンピック・パラリン

ピックでの日本選手の活躍は、映像を通して多くの皆様に改めてスポーツの魅力と感動を届けてくれ

たものと思っております。本連盟としてもスケート競技を通じて皆様に夢と希望を与えられるよう努

力して行く所存であります。

　本大会に参加する選手の皆さんは、感染症のため、トレーニングや日常の生活様態も様々な形で制

限されるなど、競技活動においても本当に大きな影響を受けたものと考えております。こうした環境

にも関わらず、未来を信じ、自分を信じて、それぞれの目標に向かって着実に努力を重ねてきたもの

と確信しており、そのご尽力に衷心より敬意を表する次第であります。その日頃の鍛錬の成果を十分

発揮し、自己記録更新を目指し、健闘されますことを期待しております。

　結びになりましたが、コロナ禍にも関わらず、本大会の開催にあたり大変なご尽力を賜りました群

馬県、渋川市、群馬県スケート連盟をはじめ、関係各位に深く感謝申し上げご挨拶といたします。

歓 迎 の こ と ば

群馬県スケート連盟　　　　　　　　　

会　長　　狩　野　浩　志　　

　2021/2022全日本選抜スピードスケート競技会渋川伊香保大会が、ここ渋川市

伊香保町で盛大に開催されますことをお喜び申し上げますとともに、全国各地より

お越しいただきました選手・監督、関係役員の方々を心から歓迎申し上げます。

　さて、本大会は2016年度ジャパンカップとして開催されて依頼5シーズンぶりの本県開催となりま

す。4戦シリーズの最終戦ということで、シーズンチャンピオンが決まる大切な大会です。また、時

を同じにして、北京五輪が開催されています。本連盟からも新濱立也選手、土屋良輔選手が選出され

ており、両選手を始めとする日本選手団の活躍が期待されるところです。

　本大会に参加する選手諸君は、コロナ禍での多くの制限の中、厳しい練習を続けてきたことと思い

ます。日頃の練習の成果を十分に発揮していただき、次のステップへ駆け上がるとともに、選手相互

の友情の輪を一層広げられ、ここ伊香保の地が、思い出深く皆様の心に残る大会になりますようご期

待申し上げます。

結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力を賜りました関係各位に心より感謝申し上げ、歓迎の言葉と

いたします。



－ 2－

大　会　役　員

大会会長　　　　長島　昭久 

副 会 長　　　　荒川　静香　　　　齋木　尚子　　　　天野　好人 

委　　員　　　　堀内光一郎　　　　川上　隆史　　　　濱野　　勉　　　　伊東　秀仁

　　　　　　　　阿部　鉄雄　　　　尾川　信行　　　　大石　雅寛　　　　柳下　和慶

　　　　　　　　竹内　洋輔　　　　寺尾　　悟　　　　堀内　律子　　　　清水　宏保

　　　　　　　　佐野　　稔　　　　谷本　歩実　　　　北澤　欣浩　　　　田名部和彦

　　　　　　　　柴田　政秀　　　　新田　俊彦　　　　今村　俊明　　　　遊磨　正秀

　　　　　　　　福留　富枝　　　　上治丈太郎　　　　堀江　倫顕　　　　荻田　則夫

競技委員長　　　川上　隆史 

競技副委員長　　濱野　　勉　　　　寺尾　　悟

大会実行委員会

実行委員長 　狩野　浩志

      

実行副委員長 　山本　一太　　　　平田　郁美　　　　高木　　勉　　　　中沢　　守

　　　　　　　　遠藤　祐司　　　　久保田順一郎　　　鶴田　智之　　　　中里　昌明

　　　　　　　　新宮　　元　　　　荒木　和夫　　　　入澤　孝一　　　　熊川　輝男

　　　　　　　　高野　純一　　　　富澤　宏之　　　　鏑木咲千好　　　　清水　久夫

　　　　　　　　天田　敏明　

実行委員　　　　干川多賀幸　　　　深井　靖士　　　　大川　好和　　　　多胡　絹江

　　　　　　　　関口　定彦　　　　町田喜比呂　　　　清水　宏和　　　　松崎　　透

　　　　　　　　酒巻音次郎　　　　中村眞規子　　　　中村　知史　　　　黒崎嘉代子

　　　　　　　　西村　清人　　　　木村　恒夫　　　　井口　博之　　　　寺島　義人

　　　　　　　　霜垣　正志　　　　半田　正博　　　　遠藤　成宏　　　　朝比奈幾哉

　　　　　　　　井上　信夫　　　　黒岩　菊男　　　　土屋　和彦　　　　土屋　賢祐

　　　　　　　　黒岩　慎也　　　　山越　竜輔　　　　干川　幸宏　　　　柳澤　　弘

　　　　　　　　黒岩　敏幸　　　　加部　雅美　　　　小松　秀司　　　　小板橋辰男

　　　　　　　　石関　祐樹　　　　鈴木みゆき　　　　本間　　章 

事務局員　　　　黒岩　聖矢　　　　久佐　拓己　　　　川又　賛菜　　　　木暮　昭仁

　　　　　　　　本間　達也　　　　横山　孝夫　　　　白石　正明　　　　宮崎　伸介

　　　　　　　　黒岩　孝義　　　　宮崎今佐人　　　　黒岩　信充　　　　新井　佳晃

　　　　　　　　小林　武広　　　　佐藤　潤一　　　　石北　博文
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全日本選抜スピードスケート競技会　渋川伊香保大会

競　技　役　員

JSFｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 干川　多賀幸

レフェリー W 熊川　輝男 M 高野　純一

A.レフェリー W 富澤　宏之 M 深井　靖士

スターター W 安部　信志 W 山越　竜輔 M 小林　孝弘 M 黒岩　菊男

A.スターター　　 (小林　孝弘) （黒岩　菊男） (安部　信志) （山越　竜輔）

ﾁｰﾌﾀｲﾑｷｰﾊﾟｰ 横山　孝夫

ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾀｲﾑｷｰﾊﾟｰ 清水　宏和 宮崎今佐人 黒岩　信允 寺島　義人

ﾀｲﾑｷｰﾊﾟｰ　 北詰　大春 深井　朗正 黛　　秀雄 小野寺辰男

黒岩　孝義 酒巻音次郎 宮﨑　伸介 山﨑　裕哉

ﾌｨﾆｯｼｭﾗｲﾝｼﾞｬｯｼﾞ 青木　博文

ﾗｯﾌﾟｽｺｱﾗｰ　　 関口　定彦 町田 喜比古 藤掛　利男 市場　和哉

ﾄﾗｯｸｵﾌｨｼｬﾙ（ｺｰﾅｰ） 久佐　拓己 石北　博文 黒岩宗一郎 倉田　祐一

　　　　　（ｽﾄﾚｰﾄ） 新井　佳晃 小林　武広

交差ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 井上　信夫

招　　集 滝澤　　恵 土屋　清貴

記録員長　　　　 川又　賛菜

記 録 員　　　 本間　達也 岩脇　秀治

アナウンサー 永井　博子 木暮　昭仁

総 務 員　 荒木　和夫

ﾊﾞｯﾁﾃｽﾄ委員　　　 荒木　和夫

整氷技術者 大崎　　剛 岡部　照久 柏　　翔太
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　2021/2022 全日本選抜スピードスケート競技会　渋川伊香保大会

№ 氏　名 所　属 Ｊｒ ５００ｍ １０００ｍ １５００ｍ ３０００ｍ ５０００ｍ ＭＳＲ 10000 ｍ

1 船崎　優太 駒大附属苫小牧高校 J 〇 〇

2 佐竹　柊真 開西病院 〇 〇

3 林　翔大 八戸学院大学 J ● ●

4 山本　大史 栃木県スポーツ協会 〇

5 小川　拓朗 栃木県スポーツ協会 〇 〇

6 橋爪　大智 嬬恋高校 J 〇 〇

7 市場　翔太 嬬恋高校 J 〇 〇

8 横沢　太希 嬬恋高校 J 〇

9 廣瀬　勇太 嬬恋高校 J 〇 〇

10 干川　武流 嬬恋高校 J 〇 〇

11 市場　椋也 嬬恋高校 J 〇 〇

12 毛利　信太郎 高崎健大 〇 〇

13 林　航輝 高崎健大 J 〇 〇

14 本間　新之助 高崎健大 〇 〇

15 安保　和也 高崎健大 〇 〇

16 関口　佳弘 高崎健大 〇 〇

17 土屋　慶介 高崎健大 J 〇 〇

18 福田　響 高崎健大 〇 〇

19 上原　悠馬 NEXUS 〇

20 小原　憂雅 NEXUS 〇 〇

21 原　泰 大東文化大学 〇 〇

22 宇賀神　怜眞 大東文化大学 〇 〇

23 松井　菫也 大東文化大学 〇 〇

24 久保　祐斗 大東文化大学 〇 〇

25 駒野　智哉 大東文化大学 J 〇 〇

26 赤坂　仁 法政大学 〇 〇

27 笛木　陽空 法政大学 〇 〇

28 橋本　芳彦 法政大学 J 〇 〇

29 堀川　大地 専修大学 〇

30 岩佐　理央 専修大学 〇 〇

31 堀川　翼 専修大学 〇 〇

32 原　純夢 専修大学 〇 〇

33 野々村　太陽 専修大学 〇 〇

34 三井　晃太 専修大学 J ● 〇

35 谷垣　優斗 専修大学 J 〇 〇

36 蜂須賀　大翔 東洋大学 〇 〇

37 干川　脩太 東洋大学 〇 〇

38 篠原　健人 東洋大学 J 〇 〇

39 中島　大輔 東洋大学 J 〇 〇

40 遠藤　二千翔 日本大学 〇 〇

41 大門　飛路 日本大学 〇 〇 〇

42 椿　尚大 日本大学 〇

43 矢﨑　堅人 日本大学 〇 〇

44 石岡　良介 日本大学 J 〇 〇

45 宮本　信太朗 日本大学 〇

46 竹澤　直輝 日本大学 〇 〇

47 大島　颯己 日本大学 〇 〇

48 山本　悠乃 日本大学 〇 〇

49 山口　知己 明治大学 〇 〇

50 伊藤　海里 明治大学 〇 〇

51 佐藤　天海 明治大学 〇

52 山角　蓮 明治大学 J 〇 〇

53 篠原　孝尚 早稲田大学 〇 〇

54 伊藤　誠悟 早稲田大学 〇 〇

55 近藤　太郎 ＡＮＡＡＳ 〇

56 三輪　準也 フィットラボ 〇 〇

57 竹内　輝 日本体育大学 〇 〇

58 森野　太陽 日本体育大学 〇 〇

59 櫻井　俊太朗 日本体育大学 〇 〇 〇

60 五味　春喜 日本体育大学 J 〇 〇

男子
※ 10000 ｍの距離は実施なし

2022.1.22 現在

●：参加不可な距離

＝有資格距離
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61 所　岳澄 日本体育大学 〇 〇

62 横沢　公希 山梨学院大学 〇 〇

63 原　眞尋 山梨学院大学 〇 〇

64 柳沢　健太郎 山梨学院大学 〇 〇

65 両角　元太 山梨学院大学 〇 〇

66 ウイリアムソン　師円 日本電産サンキョー 〇 〇

67 伊藤　貴裕 日本電産サンキョー 〇 〇

68 山田　将矢 日本電産サンキョー 〇 〇

69 土屋　陸 日本電産サンキョー 〇 〇

70 久保　向希 日本電産サンキョー 〇 〇

71 伊藤　皐稀 小海高校 J 〇 〇

72 榊　夏惟 小海高校 J 〇 〇

73 根城　知哉 信州大学 〇 〇

74 松田　臣二 諏訪実業高校 J 〇 〇

75 林　莉輝 ダイチスケート部 〇 〇

76 大林　昌仁 福井県スポーツ協会 〇 〇

77 一戸　大地 恵那市体育連盟 〇

78 許　佑赫 新神戸スピードゼミ J 〇 〇

79 新山　強 徳島県 Sports C 〇 〇
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　2021/2022 全日本選抜スピードスケート競技会　渋川伊香保大会

№ 氏　名 所　属 Ｊｒ ５００ｍ １０００ｍ １５００ｍ ３０００ｍ ＭＳＲ ５０００ｍ

101 田畑　真紀 駒大附属苫小牧高校 〇

102 森野　こころ 駒大附属苫小牧高校 J 〇 〇 〇

103 飯田　明音 JSF ｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰ J 〇 〇

104 杉浦　美咲 八戸学院大学 〇 〇

105 木村　有希 八戸学院大学 〇 〇

106 上野　恵理子 八戸学院大学 〇 〇

107 宮澤　茉那 八戸学院大学 〇 〇

108 安田　彩夏 八戸学院大学 〇 〇

109 曽我　こなみ 日本ハウス H＆ R 〇

110 北原　もえ 栃木県スポーツ協会 〇

111 上鹿渡　双葉 栃木県スポーツ協会 〇

112 熊谷　帆乃香 栃木県スポーツ協会 〇 〇

113 樋　沙織 高崎健大 〇 〇

114 両角　有乃 高崎健大 〇 〇

115 小野寺　留衣 高崎健大 〇 〇

116 矢澤　明里 高崎健大 〇 〇

117 斉藤　瑠奈 高崎健大 〇 〇

118 古川　幸希 高崎健大 〇 〇

119 清水　彩花 高崎健大 J 〇 〇

120 矢﨑　萌夏 高崎健大 J 〇 〇 〇

121 賀来　真穂 大東文化大学 〇 〇

122 藤原　美来 大東文化大学 〇 〇

123 金野　日南 大東文化大学 〇 〇

124 福田　琴音 大東文化大学 〇 〇

125 川村　小波 大東文化大学 〇 〇

126 駒　ひなこ 大東文化大学 J 〇 〇

127 高橋　侑花 大東文化大学 〇 〇

128 鈴木　柊香 早稲田大学 J 〇 〇

129 松本　彩香 日本体育大学 〇

130 松隈　梨乃 日本体育大学 〇 〇

131 星野　帆乃華 日本体育大学 〇

132 久保　純奈 日本体育大学 〇 〇

133 藤井　咲名 日本体育大学 〇 〇 〇

134 若原　楽 日本体育大学 〇 〇

135 沢野　心想 日本体育大学 J 〇 〇

136 西原　万葉 日本体育大学 J 〇 〇

137 長﨑　叶和子 富士急行 〇 〇 〇

138 小佐野　梓 富士急行 〇 〇 〇

139 熊谷　萌 山梨学院大学 〇 〇

140 岩下　楓 山梨学院大学 〇 〇

141 藤森　優衣 山梨学院大学 〇 〇

142 秋山　光希 山梨学院大学 〇 〇 〇

143 笛木　麻和 山梨学院大学 〇 〇

144 上條　真綺 山梨学院大学 〇 〇

145 小山　香月 日本電産サンキョー 〇 〇

146 近藤　杏菜 東海大諏訪高校 J 〇 〇

147 鈴木　杏菜 信州大学 〇

148 松本　芽依 信州大学 〇 〇

149 両角　ほのか 信州大学 〇 〇

150 高山　愛子 信州大学 J 〇 〇

151 平林　美優 長峰中学校 J 〇 〇

152 山田　梨央 直富商事 〇 〇

153 百瀬　愛美 信州上諏訪温泉浜の湯 〇 〇 〇

154 辻本　有沙 (株 )電算 〇

155 清水　叶華 伊那西高校 J 〇 〇

156 五味　真佑花 長野美術専門学校 〇 〇 〇

157 山田　真以 福井県スポーツ協会 〇 〇

158 富田　裕香 三重県スポーツ協会 〇 〇

159 川村　聖亜 ｲﾖﾃﾂｽﾋﾟｰﾄﾞｸﾗﾌﾞ 〇 〇

160 新田　恭子 鹿児島スピードクラブ 〇 〇

女子
※ 5000 ｍの距離は実施なし

2022.1.22 現在

●：参加不可な距離

＝有資格距離
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2021/2022全日本選抜スピードスケート競技会 渋川伊香保大会 

要   項 

2021年 12月 20日 

 

1. 主催 

公益財団法人日本スケート連盟（以下「本連盟」という。） 

 

2. 後援 

群馬県 群馬県教育委員会 渋川市 渋川市教育委員会 公益財団法人群馬県スポーツ協会 

 

3. 主管 

群馬県スケート連盟 

 

4. 会場 

群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク  

群馬県渋川市伊香保町大字伊香保 587-1  TEL： 0279-72-3144 

※競技会開催中に、競技会場には本競技会に関する問い合わせを一切しないこと。 

 

5. 競技距離 

女子 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 3000ｍ マススタートレース(16周) 

男子 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 3000ｍ 5000ｍ マススタートレース(16周) 

 

6. 競技日程 

2022年 2月４日(金) 

公式練習 

 

代表者会議 

13:00-13:50、14:05-15:00 

（各セクションとも開始 20分後から 20分間スタートトライアルを実施する） 

16:00（伊香保リンク） 

 

2022年 2月 5日(土) 

公式練習 

競技開始 

公式練習 

7:30-8:30 

9:00 ①女子 3000ｍ ②男子 3000ｍ ③女子 1000ｍ ④男子 1000ｍ 

   ⑤男子 5000m  ⑥女子マススタート準決勝 ⑦男子マススタート準決勝 

競技終了後 30分 

2022年 2月 6日(日) 

公式練習 

競技開始 

 

7:30-8:30 

9:00 ①女子 1500m ②男子 1500m ③女子 500m ④男子 500m 

⑤女子マススタートレース決勝 ⑥男子マススタートレース決勝 

※ 競技日程は、参加者数により変更する場合がある。 

※ 各距離、ポイントランキングともに表彰式は行わない。 

 

7. 競技方法 

(1) 本競技会は、本要項の各規定のほか、国際スケート連盟(以下「ISU」という。)規則及び本連盟規則に従った距

離別競技会とする。 

(2) トラックは標準 400ｍダブルトラックＣタイプとする。だだし、マススタートレース（以下「MSR」という。）に

ついては、アップレーンを含む全面を使用する。 

(3) 1000ｍ以上の距離はカルテットスタート競技方法を採用することができる。 

(4) MSR を除く各距離における同時滑走者の組合せ及び滑走順は以下のとおり決定する。以下に定めのない事項に

ついては ISU規則第 239条 2項に従う。 

ア) 組合せ、滑走順用ランキングの編成 

① 距離ごとに参加申込みが受け付けられた競技者(以下「参加競技者」という。)について、本連盟が公表した
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最新の当該距離の全日本選抜ランキングポイント合計(以下「ポイント」という。)の順位によって順位付け

る。 

② ポイントのない参加競技者については、7.(4)ア)①までのランキングの最下位に続けて、当該距離の 2022

年１月 30日時点の記録(高地リンクで記録されたものを除く。以下「本年度記録」という。)により順位付け

る。 

③ 本年度記録のない者は、7.(4)ア)②までのランキングの最下位に続けて抽選により順位付ける。 

イ) 組合せ及び滑走順 

① MSRを除く各距離において同時に滑走する参加競技者は、7.(4)ア)によって編成されたランキングの上位の

競技者から 2名ずつ組み合わせる。 

② スタートレーンは、上位の者をインレーンとする。 

③ ランキングの下位の組から上位に向けて順次滑走する。 

ウ) 7.(4)イ)の組合せ及び滑走順の決定後に棄権者が生じた場合、ISU規則第 245条 1項に従って新たな組合せ

及び滑走順を決定する。 

エ) 最終順位は、ISU規則第 265条、第 268条及び第 275条に従って決定する。 

(4) MSRの競技方法は、以下のとおりとする。 

ア) MSRの競技方法は、ISU規則第 253条 4項 b)に従う。同条項に定める安全対策として、ヘルメット(ショート

トラック競技の基準に適合するもの）、脛あて、手袋、ネックプロテクション、アンクルプロテクション、ブレ

ードカットを義務づけるものとする。レーシングスーツは、カットレジスタンスであることが望ましい(詳細は、

ISUコミュニケーション№2195を参照）。 

イ) 参加競技者が 28名を超えた場合は準決勝を行い、決勝は 16名とする。 

① 参加競技者を本連盟が公表した最新の当該距離のポイントに基づき順位付ける。ポイントのない者は抽選

により順位付け、前段の最下位の者に続く。 

② 準決勝は、7.(5)イ)①により順位付けられた参加競技者を必要な組に配置する。各組への配置は、ISU規則

第 296条 4項を準用する。 

③ 決勝へは、準決勝各組の上位から同数が進出する。 

ウ) スタートは、参加競技者が 6列に整列して行う。準決勝、決勝とも参加競技者の並び順は抽選による。 

エ) 3回の中間スプリントと最終スプリントを設定し、最終順位は、第 1に、中間スプリントと最終のスプリン

トの合計により決定し、第 2 に第 1 に続いて、フィニッシュ順位により決定する。その他順位の決定について

は、ISU規則第 265条 6項に従う。 

(5) 各距離の最終順位に別表に定める全日本選抜ポイントを与える。 

ア) 同順位はそれぞれに当該順位のポイントを与える。 

イ) MSR準決勝敗退者は各組ともそれぞれ上位から 17位以降のポイントを与える。 

ウ) ポイント合計が同じ場合は、次の優先順により上位者を決定する。 

① より高いポイントをもつ者（最高ポイントが同じ場合は 2番目に高いポイント、それが同じ場合は 3番目

に高いポイント、以下順次同様とする） 

② 直近の全日本選抜スピードスケート競技会のポイントが高い者 

③ 前 2号で上位者が決定しない場合は同順位とする。 

 

8. 表彰 

(1) 各距離とも全日本選抜ランキングポイント合計の 1位の者にカップ、メダル及び賞状を、2位及び 3位の者にメ

ダル及び賞状を、4位から 6位までの者に賞状を授与する。 

(2) 各距離(MSRは決勝)とも 1位から 3位までの者にメダル及び賞状を授与する。 

 

9. 参加資格 

(1) 本年度の本連盟登録競技者であって、次の各号いずれかに該当する者を参加有資格者とする。 

ア) 本連盟が公表した前年度記録(高地リンクを除く。)が次の表に掲げる順位以内の成績である者(男子 3000ｍは

ジュニア対象年齢の順位) 

 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 3000ｍ 5000ｍ 10000ｍ 

女子 50位 50位 50位 50位 20位 ― 
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男子 50位 50位 50位 20位 50位 20位 

イ) 前年度全日本選抜ポイント合計が、いずれかの距離において、次の表に掲げる順位以内の成績である者（男子

3000ｍはジュニア対象年齢の順位） 

 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 3000ｍ 5000ｍ 10000ｍ MSR 

女子 30位 30位 30位 30位 16位 ― 30位 

男子 30位 30位 30位 16位 30位 16位 30位 

ウ) 前年度公式競技会における成績が，次の表に掲げる順位以内の成績である者 

対象競技会 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 3000ｍ 5000ｍ 10000ｍ MSR 

全日本ジュニアスピード

スケート選手権大会 

女子 8位 8位 8位 8位 ― ― 8位 

男子 8位 8位 8位 ― 8位 ― 8位 

全日本学生スピードスケート

選手権大会(AR) 

女子 ― ― 8位 8位 6位 ― ― 

男子 ― ― 8位 ― ８位 ― ― 

全日本学生スピードスケート

選手権大会(SP) 
女子 8位 8位 ― ― ― ― ― 

男子 8位 8位 ― ― ― ― ― 

全国高等学校スケート

選手権大会 

女子 8位 8位 8位 8位 ― ― ― 

男子 8位 8位 8位 ― 8位 6位 ― 

全国高等学校選抜スピー

ドスケート競技会 
女子 6位 6位 6位 6位 ― ― 6位 

男子 6位 6位 6位 6位 6位 ― 6位 

エ) 第 41回全国中学校スケート大会中止に伴う救済者 

当該競技会実施距離の前年度タイムランキングの中学生上位 3名とする。 

(2) 追加有資格者 

ア) 本連盟スピードスケート競技規則運用マニュアル 2-1(2)に該当する者 

イ) 9.(1)に該当する者が、本競技会参加申込締切までに終了した本年度公式競技会において、既に参加資格を有

する距離以外に 9.(1)ア)に定める距離の順位の者の前年度記録以内の記録を収めた場合はその距離の参加資格

を得る。 

ウ) 9.(1)に該当する者以外が、本競技会参加申込までに終了した本年度公式競技会において、9.(1)ア)に定める

距離の順位の者の前年度記録以内の記録を収めた場合はその距離の参加資格を得る。 

エ) 当該競技会を主管する都道府県連盟に所属する当該年度最初に公表した参加有資格者が男女それぞれ 10名に

満たない場合は、主管連盟所属のバッジテスト A級以上を有する高校生以下の者を開催地枠としてそれぞれ 10

名を満たすまで参加有資格者に加えることができる。この場合、これらの者は 1名 2距離以内の選択とする。 

オ) 追加有資格者に該当する者は、本連盟スピード部委員会に追加有資格者申請書を提出し、参加申込締切まで

に承認を受けた者とする。 

(3) 本連盟スピード委員会が特に参加を認めた者は、その距離について参加資格を取得する。 

(4) 外国選手の特別参加は、本連盟事業による国際交流、海外チーム・選手招待等の場合に限られ、本連盟スピード

部委員会において審議の上、理事会の承認を受けて決定する。ただし、外国選手に賞は与えないものとする。 

 

10. 参加距離 

(1) 参加有資格者及び追加有資格者は、参加資格を取得する条件を充足した距離(以下「資格取得距離」という。)に

ついて参加することができる。ただし、男子 3000ｍについてはジュニア対象年齢(2002年 7月 1日以降に生まれ

た者)の者のみが参加できるものとする。 

ア) 男子 3000ｍが資格取得距離であるシニア対象年齢の者は、これを男子 1500ｍ又は男子 5000ｍに振り替えて参

加することができる。この場合、男子 1500ｍ又は男子 5000ｍがすでに資格取得距離であったとしても、他の距

離への振り替えは認めないものとし、参加取得距離数は振り替え後のものとする。 

イ) 資格取得距離が 4距離以上の者は、資格取得距離にのみ参加できるものとする(男子 3000ｍに資格取得距離を

有するシニア対象年齢の者は、本項目の適用上男子 1500ｍ又は男子 5000ｍの参加取得距離を有する者として扱

う。 

(2) 資格取得距離の特例 

ア) 資格取得距離が 1距離である者は、当該距離に加え、他の任意の 1距離を選択して参加することができるも
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のとする（唯一の資格取得距離が男子 3000ｍのシニア対象年齢の者は、男子 1500ｍ又は男子 5000ｍに振り替え

た上で、他のもう 1距離に参加できる。）。 

イ) 資格取得距離が 2距離又は 3距離である者は、参加可能な 2距離又は 3距離のうち 1距離を他の任意の距離

に変更することができるものとする(資格取得距離のうち 1距離が男子 3000ｍのシニア対象年齢の者は、これを

9.(1)ア）により振り替えた上で、さらに本項目により振り替えることができる。）。 

(3) MSRの参加競技者が 28名を超えた場合は準決勝を行い、その各組の上位から同数を選出して 16名が決勝に進出

する。 

 

11. 参加申込 

(1) 参加資格を有する者にあっては JSFマイページの競技会参加申込サイト(以下「サイト」という。）で申し込むこ

と。（サイト URL https://www.skatingjapan.jp/mypage/） 

ア) 参加申込に際しては JSFマイページに必ずメールアドレスを登録しておくこと。 

イ) 参加申込完了直後にサイトから登録されたアドレスに自動送付される参加申込受理の通知(以下「受理通知」

という。)を受け取り、参加申し込み状況を確認すること。 

① この受理通知は参加申込にかかる疑義が生じた際確認するため、代表者会議が終了するまで保存しておくこ

と。 

② 受理通知が送付されない場合は、参加申込が完了していないので最初からやり直すこと。 

③ 前号の手続きをしても受理通知が送付されない場合は、本連盟事務局に問い合わせること。 

ウ) 参加申込にかかる疑義で受理通知が確認できない場合は参加申込締切時の参加申込状況により以後の処理を

行うものとする。 

エ) 参加申込締切前に参加申込の内容修正又は取り消しを行う場合はサイトで行うこと。この場合、11.(1)イ)同

様に受理通知を受け取ること。（サイトへのログインは、参加申込締切日の正午までとする。） 

オ) 参加申込締切後に参加を取り消す者は大会事務局へ必ず棄権届出書を提出すること。 

カ) 大会事務局 

群馬県スケート連盟 

〒 377-1613  群馬県吾妻郡嬬恋村大笹 1771-17 （事務局長：黒岩聖矢） 

E-mail: revylagoooon@gmail.com 

競技期間中： 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク  事務局： 黒岩聖矢 

〒 377-0102 群馬県渋川市伊香保町伊香保 587-1  

TEL: 080-1180-7491（大会期間中のみ） E-mail: revylagoooon@gmail.com 

本連盟事務局 

公益財団法人 日本スケート連盟 

〒 160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町 4番 2号 Japan Sport Olympic Square 

TEL： 03-5843-0415  FAX： 03-5843-0416  E-mail： jsf@skatingjapan.or.jp 

キ) 参加申込状況は参加申込締切後、本連盟ホームページに公開する。 

(2) 参加申込料は参加申込者名の銀行振込みで支払う(銀行振込に限る）ものとし振込手数料は申込者の負担とする。 

ア) 参加申込料 １名 １距離 5,000円 

イ) 振込先 

金融機関名： 群馬銀行 渋川支店 

口座番号： 普通 ２０４５３７２ 

名義： 群ス連スピード部 代表 深井靖士（グンスレンスピードブダイヒョウフカイヤスシ） 

ウ) 参加申込締切後はいかなる場合も支払われた参加申込料は返還しない。ただし、本連盟が特に認めた者はこ

の限りではない。 

エ) 11.(2)ウ)ただし書に該当する者の支払われた参加申込料は銀行振込により返還するものとする。この場合、

振込手数料は主催者の負担とする。 

オ) 複数の申込者の参加料を一括して支払う場合は、参加料振込明細書を大会事務局へ送付すること。 

(3) 参加申込締切  2022年 1月 19日(水) 正午  ※受付開始： 2021年 12月 20日(月) 

(4) 中学生以下の者にあってはサイトから出力した参加申込書(副)の親権者署名欄に親権者が自署した参加承諾書

を最初の代表者会議までに大会事務局へ提出すること。 
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(5) 参加申込(11．(1)に定める参加申込及び 11．(2)に定める参加申込料の支払いのいずれか一方又は両方)が遅延

した者又は 11．(1)の参加申込書が不完全な者は本競技会への参加を認めない。 

(6) 参加申込にかかる個人情報は、個人情報の保護に関する法律・関連法令を厳守し、競技運営以外の目的には使用

しない。 

 

12. 宿泊 

各自で手配すること。 

 

13. その他 

(1) 本連盟基準の「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)対策としてのスポーツ活動再開ガイドライン」を基に、競

技会開催地の都道府県関係部局の指示を仰ぎながら、その施設や地域の実情に合わせた「感染拡大防止対策」に取

り組むものとする。遵守できない参加者には、他の参加者の安全を確保する等の観点から、参加を取り消したり、

途中退場を求めることがある。 

ア) 以下の事項に該当する場合は、⾃主的に参加を⾒合わせること。 

① 体調がよくない場合（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

② 同居家族や⾝近な⼈に感染が疑われる⽅がいる場合 

③ 過去 14⽇以内に政府から⼊国制限、⼊国後の観察期間を必要とされている国・地域等への渡航⼜は当該在住

者との濃厚接触がある場合 

イ) マスクを持参すること。 

ウ) こまめな⼿洗い、アルコール等による⼿指消毒を実施すること。 

エ) 他の参加者、主催者スタッフ等との距離を確保すること。 

オ) 競技中に⼤きな声で会話、応援をしないこと。 

カ) 感染防⽌のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指⽰に従うこと。 

キ) 本競技会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やかに濃厚接

触者の有無等について報告すること。 

ク) 本連盟は本競技会に関わる全ての人の新型コロナウイルス感染に対するいかなる責任を負わない。 

(2) 本競技会中(6.の全日程中)の事故等については応急処置のみとし責任は負わない。 

(3) 本競技会への参加に際してはスポーツ傷害保険等に必ず加入していること。 

(4) 本競技会は、日本アンチ・ドーピング規程が適用される。 

(5) 本連盟主催競技会への参加に際しては、各自でアームバンド(4色)を手配すること。 

(6) 公式競技会への参加に際しては、バッジテスト級認定証を携行すること。（新型コロナウイルス感染症(COVID-

19)対策のため、バッジ級更新ができなかった者がいることから、2021年 6月 30日が有効期限のバッジ級は当面

の間その期限を延長する。なお、更新の機会があれば速やかに更新すること。） 
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全日本選抜ランキングポイント配点表 

500m / 1000m / 1500m 

女子 3000m / 男子 5000m 
女子 5000m / 男子 3000m 

男子 10000ｍ / マススタートレース 

Rnk Pnts Rnk Pnts Rnk Pnts Rnk Pnts 

1 50 21 20 1 30 11 10 

2 46 22 19 2 27 12 9 

3 43 23 18 3 24 13 8 

4 40 24 17 4 21 14 7 

5 38 25 16 5 19 15 6 

6 36 26 15 6 17 16 5 

7 34 27 14 7 15 17 4 

8 33 28 13 8 13 18 3 

9 32 29 12 9 12 19 2 

10 31 30 11 10 11 20 1 

11 30 31 10 ※ マススタートレースの準決勝敗

退者には、各組ともその上位に 17

位以降の得点を付与する。また、決

勝進出者であっても決勝を棄権し

た者には 16位の得点を付与する。 

12 29 32 9 

13 28 33 8 

14 27 34 7 

15 26 35 6 

16 25 36 5 

17 24 37 4 

18 23 38 3 

19 22 39 2 

20 21 40 1 
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